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広報ながしま  2023年8月号  ｜  02

令和5年（2023年） No.209

8
続報　獅子島架橋～実現に向けて～
４年ぶりの開催、長島町消防操法大会
待望の開催、夏祭り納涼大会
自己ベストに挑戦～第18回長島町小学校水泳記録会～
野菜づくりの挑戦を支援します

『まなびんぐ・ながしま』追加募集
高齢者被害防止～地域包括支援センターだより～
生ごみの廃棄方法～ながしまエコ通信～
町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
地域おこし協力隊通信
長島文芸
町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼
編集後記
裏表紙
第23回　夏まつりちびっこ広場

７月２日（日） 10時02分

令和5年７月31日現在 ※（ ）は前月比

世帯 4,371 （‐５）

（‐13）

（-２）

（‐15）

4,951
4,709
9,660

女性

男性

人口

　今年は、４年ぶりの開
催予定イベントが多数あ
ります。
　7 月は、消防操法大会
や水泳記録会、夏祭り納
涼大会とたくさんのイベ
ントが開催されました。
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03  ｜  広報ながしま  2023年8月号

実
質
的
に
は
４
カ
所
。
そ
の
中
で
、

基
金
ま
で
造
成
し
て
準
備
を
進
め

て
い
る
の
は
、
長
島
町
の
み
。
県

は
、
多
額
の
事
業
費
の
面
か
ら
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
の
見
解
を
示
し
て

い
る
が
、
架
橋
は
事
業
費
以
上
の

事
業
効
果
を
見
込
め
る
。
こ
れ
は

す
で
に
長
島
町
に
あ
る
２
つ
の
橋

が
示
し
て
い
る
。
架
橋
後
の
農
水

産
業
の
生
産
額
は
、
黒
之
瀬
戸
大

橋
架
橋
後
の
約
50
年
で
９
倍
、
伊

唐
大
橋
架
橋
後
の
25
年
で
２
倍
と

生
産
額
が
向
上
し
て
お
り
、
こ
れ

ぞ
ま
さ
に
知
事
が
言
う
「
稼
ぐ
力

の
向
上
」
で
は
な
い
か
。
こ
の
経

済
効
果
に
加
え
、
橋
梁
に
は
、
島

民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
担
保

す
る
大
き
な
役
割
が
あ
る
。

　

ま
た
、
島
民
と
の
意
見
交
換
会

の
中
で
「
緊
急
時
の
た
め
に
も
観

光
の
た
め
に
も
橋
が
必
要
」
と
の

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
知
事
の
胸

に
深
く
刺
さ
っ
た
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
獅
子
島
架
橋
構
想
実
現

に
向
け
た
知
事
の
決
意
を
改
め
て

伺
い
た
い
。

塩
田
知
事　
実
際
に
伊
唐
島
や
獅

子
島
の
海
上
、
七
郎
山
か
ら
計
画

案
の
場
所
を
視
察
し
、
島
民
の
意

見
を
伺
う
中
で
、
こ
れ
が
実
現
す

れ
ば
産
業
や
医
療
、
教
育
な
ど
各

①
獅
子
島
視
察
の
所
感
を
問
う

中
村
議
員　

獅
子
島
は
人
口
約

６
０
０
人
の
有
人
離
島
で
農
業
と

漁
業
が
主
産
業
。
白
亜
紀
の
化
石

が
出
土
す
る
学
術
的
に
も
価
値
の

高
い
島
で
あ
り
、
離
島
で
あ
り
な

が
ら
、
平
成
28
年
ご
ろ
か
ら
子
ど

も
の
数
も
増
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
現
職
知
事
の
獅
子

島
訪
問
は
極
端
に
少
な
く
、
今
回

の
塩
田
知
事
の
訪
問
は
16
年
ぶ
り

と
な
り
、
そ
の
訪
問
を
評
価
し
た

い
。
そ
こ
で
、
初
め
て
獅
子
島
を

視
察
し
た
所
感
を
伺
い
た
い
。

塩
田
康
一
知
事　
視
察
の
際
に
は
、

島
民
に
温
か
く
受
け
入
れ
て
も
ら

い
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
ブ
リ
・
タ
イ

の
養
殖
場
や
獅
子
島
架
橋
の
想
定

地
、
代
替
船
建
造
を
検
討
し
て
い

る
獅
子
島
汽
船
の
船
舶
な
ど
を
視

察
し
、
養
殖
業
へ
の
飼
料
高
騰
の

影
響
や
老
朽
化
し
た
船
舶
の
状
況

を
見
聞
き
し
た
。
い
ず
れ
も
島
民

に
と
っ
て
は
、
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
そ
の
対
策
を
し
っ
か
り
検
討

し
て
い
く
必
要
性
を
実
感
し
た
。

　

島
民
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

養
殖
飼
料
の
高
騰
や
代
替
船
建
造

の
課
題
の
ほ
か
、
獅
子
島
架
橋
へ

の
強
い
思
い
を
聞
き
、
医
療
や
教

育
に
係
る
交
通
手
段
や
住
宅
確
保

の
難
し
さ
な
ど
地
域
の
実
情
に
つ

い
て
伺
っ
た
。
今
後
も
島
民
の
意

見
を
伺
い
、
長
島
町
と
も
連
携
し

て
獅
子
島
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

②
獅
子
島
架
橋
構
想
実
現
の

決
意
を
改
め
て
問
う

中
村
議
員　

町
が
掲
げ
る
整
備
計

画
案
で
は
、
す
で
に
長
島
本
島
と

橋
で
つ
な
が
っ
て
い
る
伊
唐
島
か

ら
獅
子
島
ま
で
の
お
よ
そ
２・
３
㌔

㍍
の
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
を
架
け
る
こ
と
と
し
、

試
算
で
は
４
０
３
億
円
の
事
業
費

を
見
込
ん
で
い
る
。
町
で
は
、
国

の
事
業
活
用
を
前
提
に
、
地
元
負

担
を
30
億
円
と
算
出
し
、
基
金
と

し
て
す
で
に
18
億
円
を
積
み
立
て

て
い
る
。
町
の
規
模
か
ら
考
え
て

こ
れ
だ
け
の
基
金
の
造
成
は
容
易

で
は
な
く
、
町
が
構
想
で
終
わ
ら

せ
な
い
本
気
度
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
県
に
は
こ
の
姿
勢
を
重
く
受
け
止

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
在
全
国
で
、

本
土
架
橋
が
可
能
と
な
る
離
島
は
、

続
報　
獅
子
島
架
橋
～
実
現
に
向
け
て
～

　

６
月
23
日
に
行
わ
れ
た
、
令
和

５
年
第
２
回
鹿
児
島
県
議
会
定
例

会
の
一
般
質
問
で
、
地
元
選
挙
区

の
中
村
素
子
県
議
会
議
員
が
獅
子

島
架
橋
や
幣
串
～
水
俣
航
路
の
新

造
船
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

面
で
の
重
要
性
は
非
常
に
大
き
く
、

地
域
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
の

か
を
感
じ
た
。
架
橋
の
実
現
に
は
多

額
の
事
業
費
な
ど
の
課
題
も
あ
る

が
、
地
元
の
熱
意
を
改
め
て
受
け
止

め
、
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
引
き
続

き
国
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

③
新
造
船
に
つ
い
て
県
の
見

解
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い

中
村
議
員　
県
の
補
助
航
路
で
あ

る
獅
子
島
汽
船
が
島
民
の
足
と
し

て
１
日
３
往
復
運
航
し
て
い
る
が
、

使
用
船
舶
「
し
し
じ
ま
」
は
建
造

か
ら
36
年
を
迎
え
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
視
察
後
改
め
て
新
造
船

に
つ
い
て
県
の
見
解
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

塩
田
知
事　
今
年
２
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
町
や
獅
子
島
汽
船
、
地
元
住

民
、
県
な
ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
を

開
催
し
、
代
替
船
建
造
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
関
係
者
で
認
識
を
共
有
し

た
。
今
後
、
獅
子
島
汽
船
に
お
い
て

具
体
的
な
仕
様
や
建
造
費
の
検
討
を

行
い
、
令
和
７
年
４
月
の
新
船
就
航

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
聞
い
て
い

る
。
県
と
し
て
は
、
毎
年
の
運
航
費

補
助
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し
、
航
路

維
持
に
向
け
て
引
き
続
き
関
係
者
と

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。



広報ながしま  2023年8月号  ｜  04

４
年
ぶ
り
の
開
催
、
長
島
町
消
防
操
法
大
会

　

７
月
２
日
、
火
災
現
場
を
想
定

し
た
機
敏
な
規
律
動
作
と
正
確
な

機
械
器
具
操
作
を
競
う
、
長
島
町

消
防
操
法
大
会
が
蔵
之
元
港
船
津

平
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
、
チ
ー
ム
編
成
は

方
面
隊
を
基
準
と
し
、
ポ
ン
プ
車

の
部
は
、
５
つ
の
方
面
隊
の
代
表

５
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

各
分
団
か
ら
７
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

団
員
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
厳
し

い
訓
練
の
成
果
を
披
露
。
訓
練
を

共
に
し
た
仲
間
や
そ
れ
を
支
え
て

き
た
家
族
ら
が
見
守
る
中
、
指
揮

者
の
号
令
「
操
作
始
め
！
」
と
同

時
に
操
作
員
は
機
敏
な
ホ
ー
ス
展

張
や
ポ
ン
プ
操
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

緊
張
感
が
漂
う
会
場
か
ら
は
、

操
法
終
了
後
、
盛
ん
に
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、
第
４
方

面
隊
の
蔵
之
元
分
団
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
は
、
城
川
内
分
団
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

大
会
成
績

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　
第
４
方
面
隊　

　
　
　
蔵
之
元
分
団

２
位　
第
１
方
面
隊

　
　
　
川
床
分
団
・
山
門
野
分
団

３
位　
第
２
方
面
隊

　
　
　
中
央
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　
城
川
内
分
団

２
位　
指
江
分
団

３
位　
諸
浦
分
団

スピードと連携力が必要な吸管伸張スピードと連携力が必要な吸管伸張

火点に向けて正確に放水火点に向けて正確に放水

小型ポンプの部優勝城川内分団小型ポンプの部優勝城川内分団 ポンプ車の部優勝第４方面隊蔵之元分団ポンプ車の部優勝第４方面隊蔵之元分団



05  ｜  広報ながしま  2023年8月号しま  2023年２月号

待
望
の
開
催
、

待
望
の
開
催
、

　
　
　
　
夏
祭
り
納
涼
大
会

　
　
　
　
夏
祭
り
納
涼
大
会

　

７
月

　

７
月
2929
日
、
夏
祭
り
納
涼
大
会

日
、
夏
祭
り
納
涼
大
会

が
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ

が
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
に
、
町
内
外

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
に
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
、

か
ら
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
、

海
辺
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー

海
辺
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
や

ジ
で
は
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
や

ス
イ
カ
早
食
い
競
争
の
ほ
か
、
町

ス
イ
カ
早
食
い
競
争
の
ほ
か
、
町

内
の
個
人
・
団
体
に
よ
る
、
歌
や

内
の
個
人
・
団
体
に
よ
る
、
歌
や

ダ
ン
ス
に
観
客
席
か
ら
は
、
た
く

ダ
ン
ス
に
観
客
席
か
ら
は
、
た
く

さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓

　

終
盤
に
は
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓

鹿
児
島
支
部
に
よ
る
エ
イ
サ
ー

鹿
児
島
支
部
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
SS

  

HH

  

OO

  

WW
と
菊
地
ま
ど
か
さ
ん
に
よ

と
菊
地
ま
ど
か
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
会
場

る
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
ト
リ
は
、
大
き
な
打
ち

　

大
会
の
ト
リ
は
、
大
き
な
打
ち

上
げ
花
火
が
飾
り
会
場
内
に
は
歓

上
げ
花
火
が
飾
り
会
場
内
に
は
歓

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

親子ダンス長島親子ダンス長島チアダンススポーツ少年団チアダンススポーツ少年団

タカノスフラタカノスフラ ケ・アロハケ・アロハ

長島ひょっとこ会長島ひょっとこ会琉球國祭り太鼓鹿児島支部琉球國祭り太鼓鹿児島支部歌謡ステージ歌謡ステージ

満員の会場満員の会場



広報ながしま  2023年8月号  ｜  06

自
己
ベ
ス
ト
に
挑
戦
～
第
18
回
長
島
町
小
学
校
水
泳
記
録
会
～

　

７
月
26
日
、
第
18
回
長
島
町
小

学
校
水
泳
記
録
会
が
町
民
プ
ー
ル

で
開
か
れ
、
町
内
の
小
学
校
７
校

か
ら
５・６
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　
選
手
を
代
表
し
て
鷹
巣
小
学
校
６
年

の
永
岡
那
智
さ
ん
が
「
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
自
分
の
記
録
を
伸
ば

せ
る
よ
う
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
」
と

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
自
由
形
や
平
泳
ぎ
、

背
泳
ぎ
、
２
０
０
㍍
リ
レ
ー
に
挑

み
、
駆
け
付
け
た
家
族
や
友
達
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

力
い
っ
ぱ
い
の
泳
ぎ
を
見
せ
、
自

己
ベ
ス
ト
更
新
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
各
種
目
１
位
の
み
を
掲
載

女　子
５年
25 ｍ自由形　　　　　
50 ｍ自由形　　　　
25 ｍ平泳ぎ　　　　
50 ｍ平泳ぎ　　

６年
100 ｍ自由形　　
100 ｍ平泳ぎ　　
50 ｍ自由形　　　　　
50 ｍ平泳ぎ　　

５・６年
50 ｍ背泳ぎ　　
200 ｍリレー　　

町田　瑛太（城川内）
白濵　龍義（獅子島）
宮瀬　璃空（平　尾）
白濵　龍義（獅子島）

兒玉　　響（鷹　巣）
小川　凛人（鷹　巣）
小川　鉄生（蔵之元）
中尾　倖綺（城川内）

水口　歩仁（川　床）
獅子島

21 秒３　
48 秒５　
34 秒７　

１分 08 秒８　

1 分 48 秒８　
２分 19 秒６　

49 秒６　
１分 02 秒７　

1 分 06 秒６　
３分 37 秒８　

古田　愛稀（城川内）
白濵　　蘭（平　尾）
古田　愛稀（城川内）
森山　幸愛（川　床）

竹田　琉愛 （蔵之元）
﨑野　りみか（城川内）
小場　凛花 （蔵之元）

山川　美遥（城川内）
城川内

22 秒４　　
51 秒９　
34 秒５　

１分 20 秒８　

50 秒４　
１分 01 秒７　
２分 16 秒 0　

１分 44 秒５　
３分 39 秒７　

男　子

　　　　　  　（白濵 龍義・山下 海・杉原 健・福浦 光）

５年
25 ｍ自由形　　　　
50 ｍ自由形　　　　　
25 ｍ平泳ぎ　　　　
50 ｍ平泳ぎ　　

６年
50 ｍ自由形　　　　
50 ｍ平泳ぎ　　
100 m 自由形　　

５・６年
50 ｍ背泳ぎ　　
200 ｍリレー　　

　　（﨑野 りみか・﨑野 瑠菜・浜田 愛絆・町田 玲）

選手宣誓をする永岡さん選手宣誓をする永岡さん
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野
菜
づ
く
り
の
挑
戦
を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
特
産
品
直
売
施
設
な

ど
に
農
産
物
を
出
荷
す
る
こ
と
や

農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上
な
ど
を

目
的
に
１
ア
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
支

援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
内
で
野
菜
作
り
に
挑
戦

し
て
み
た
い
か
た
や
農
産
物
の
出

荷
期
間
拡
大
を
目
指
し
た
い
か
た

な
ど
を
対
象
に
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

〇
事
業
対
象
年
度

　
令
和
５
年
度

○
事
業
対
象
品
目

　
町
内
の
直
売
施
設
出
荷
用
の「
野
菜
」

※
町
内
の
直
売
施
設
は
、「
道
の
駅
黒

之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
」「
道
の
駅
ポ

テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽
」「
獅
子
島
屋
」
と

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

事業を利用して設置したハウス事業を利用して設置したハウス

 『
ま
な
び
ん
ぐ
・
な
が
し
ま
』
追
加
募
集

　

９
月
26
日
（
火
）
開
講
の
『
ま

な
び
ん
ぐ
・
な
が
し
ま
』
の
追
加

募
集
を
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
「
ふ
る
さ
と
歴
史

講
座
」
と
「
陶
芸
講
座
」
で
す
。

　　
新
た
な
生
き
が
い
と
趣
味
の
発

見
を
促
進
す
る
生
涯
学
習
短
期
講

座
『
ま
な
び
ん
ぐ
・
な
が
し
ま
』

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
す

で
に
開
催
し
た
３
つ
の
講
座
「
パ

ン
と
プ
リ
ン
講
座
」「
ス
マ
ホ
講
座
」

「
卓
球
講
座
」
で
は
、
合
計
53
人
の

皆
さ
ん
が
熱
心
に
学
び
を
深
め
て

い
ま
し
た
。「
講
師
の
楽
し
い
お
話

で
と
て
も
分
か
り
や
す
い
」
と
の

感
想
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

卓球講座の様子卓球講座の様子 スマホ講座で学びを深める受講者スマホ講座で学びを深める受講者

問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

○
採
択
基
準

①
１
戸
の
世
帯
で
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

②
受
益
面
積
が
１
ア
ー
ル
（
１
０
０

㎡
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
ハ
ウ
ス
設
置
予
定
地
が
農
振
地

域
内
で
あ
る
こ
と
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

○
補
助
額

　
事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
予
算
の
範
囲
内
）

○
申
込
期
限

　
９
月
22
日
（
金
）

○
そ
の
他
条
件

　

事
業
導
入
後
３
年
間
は
、
事
業

実
績
報
告
を
義
務
付
け
ま
す
。

ハウス内で野菜作りに挑戦ハウス内で野菜作りに挑戦
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高
齢
者
被
害
防
止 

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

〇
日
時

　
９
月
15
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〇
場
所

　
B

　

＆
G
体
育
館
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
費
用

　
飲
み
物
代　
１
人
１
０
０
円

～
ろ
ば
カ
フ
ェ
で
ホ
ッ
と
一
息
～

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
か
た
や
介
護
の
悩
み
な
ど
、

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。

〇に同じ「ひらがな」が入ります。
その「ひらがな」１文字を答えま
しょう。

答え　①　ず　②　が　③　じ　④　ま　⑤　ぼ

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
に
つ
い

て
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
い
だ
り
、
早
期
発
見
・

解
決
を
す
る
た
め
に
は
、
家
族
や

近
所
な
ど
周
囲
の
気
づ
き
や
声
か

け
が
重
要
で
す
。

【
高
齢
者
に
多
い
消
費
ト
ラ
ブ
ル
】

①
「
訪
問
」
に
よ
る
手
口

　
自
宅
を
訪
問
し

て
、
不
安
を
あ
お

る
、
親
切
な
人
を

装
う
な
ど
で
、
高

額
か
つ
大
量
の
商

品
販
売
や
不
要
な

改
修
工
事
の
契
約
を
さ
せ
た
り
、

強
引
に
新
聞
や
宗
教
の
勧
誘
を
行

う
。

②
「
電
話
」
に
よ
る
手
口

　
自
宅
に
電
話
を

か
け
て
、
言
葉
巧

み
に
商
品
販
売
な

ど
の
契
約
を
さ
せ

る
。
ま
た
勝
手
に

商
品
を
送
り
付
け
た
あ
と
で
、
代
金

を
支
払
わ
せ
る
よ
う
脅
迫
的
な
電

話
を
か
け
て
く
る
。　

③
「
詐
欺
」
の
手
口

　
公
的
機
関
の
職

員
を
名
乗
り
「
還

付
金
が
あ
る
」
と

言
い
、
個
人
情
報

や
口
座
番
号
を
聞

き
出
す
。
ま
た
、
郵
便
や
携
帯
電

話
な
ど
へ
の
メ
ー
ル
で
身
に
覚
え

の
な
い
利
用
料
金
を
請
求
さ
れ
る
。

【
見
守
り
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
】

①
家
の
様
子

・
家
に
見
慣
れ
な
い
人
が
出
入
り
し

て
い
な
い
か

・
不
審
な
電
話
の
や
り
と
り
が
な
い

か・
家
に
見
慣
れ
な
い
も
の
、
未
使
用

の
も
の
が
増
え
て
い
な
い
か

・
見
積
書
、
契
約
書
な
ど
の
不
審
な

書
類
や
名
刺
な
ど
が
な
い
か

・
家
の
屋
根
や
外
壁
、
電
話
機
周
辺

な
ど
に
不
審
な
工
事
の
形
跡
は
な

い
か

②
本
人
の
様
子

・
定
期
的
に
お
金
を
ど
こ
か
支
払
っ

て
い
る
形
跡
は
な
い
か

・
生
活
費
が
不
足
し
た
り
、
お
金
に

困
っ
て
い
た
り
す
る
様
子
は
な
い
か

・
何
か
を
買
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

な
い
な
ど
、
判
断
能
力
に
不
安
を

感
じ
る
こ
と
は
な
い
か

【
し
つ
こ
い
業
者
対
策
】

　
断
っ
て
も
何
度
も
訪
問
す
る
業

者
に
は
複
数
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

近
く
に
親
し
い
人
が
い
る
と
い
う

こ
と
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
電
話
勧
誘
対
策
】

　
非
通
知
番
号
は
受
信
を
拒
否
す

る
設
定
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

常
に
留
守
番
電
話
設
定
に
し
て
お

き
、
必
要
な
と
き
は
後
で
折
り
返

し
か
け
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

【
情
報
共
有
と
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
】

　
当
事
者
で
あ
る
高
齢
者
本
人
が

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
家
族
や
周
囲
の
人
が
日
頃
か

ら
高
齢
者
の
様
子
に
気
を
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
の
様
子

で
変
化
が
見
ら
れ
、
お
か
し
い
な・・

と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
相
談
く
だ
さ

い
。

★
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
場
合
は
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
（
☎
１
８
８
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
！

①　す
　み〇たまり
　　り

②　か
　し〇けん
　　み

③　あ
　ふ〇さん
　　さ
　　い

④　お
　ま〇ごと
　　つ
　　り

⑤　か
　　ま
　ま〇ろし
　　こ



09  ｜  広報ながしま  2023年8月号

７
月《
文
月
》

２
日
（
日
）

３
日
（
月
）

４
日
（
火
）

５
日
（
水
）

７
日
（
金
）

９
日
（
日
）

10
日
（
月
）

11
日
（
火
）

12
日
（
水
）

13
日
（
木
）

14
日
（
金
）

15
日
（
土
）

18
日
（
火
）

19
日
（
水
）

20
日
（
木
）

21
日
（
金
）

22
日
（
土
）

24
日
（
月
）

25
日
（
火
）

26
日
（
水
）

27
日
（
木
）

28
日
（
金
）

29
日
（
土
）

令
和
５
年
度
町
消
防
操
法
大
会
（
蔵
之
元
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
伝
達
式
（
役
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
役
員
会
（
出
水
市
）

長
島
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会
（
指
江
支
所
）

日
本
公
衆
電
話
協
会
「
子
ど
も
手
帳・災
害
の
手
引
き
」
贈
呈
式
（
役
場
）

北
薩
地
域
土
地
改
良
連
絡
協
議
会
（
さ
つ
ま
町
）

ジ
ビ
エ
料
理
講
習
会
（
町
商
工
会
館
）

金
沢
市
長
・
金
沢
市
卸
売
市
場
関
係
者
表
敬
訪
問
（
役
場
）

天
草
・
長
島
・
島
原
架
橋
建
設
促
進
三
地
区
親
善
体
育
大
会
（
天
草
市
）

農
政
連
い
ず
み
総
支
部
通
常
総
会
（
出
水
市
）

県
港
湾
協
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

小
浜
海
水
浴
場
海
開
き
安
全
祈
願
祭
（
小
浜
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
（
東
京
都
）

治
山
林
道
協
会
定
時
総
会
（
鹿
児
島
市
）

あ
づ
ま
海
水
浴
場
海
開
き
安
全
祈
願
祭
（
松
ケ
平
）

県
農
業
信
用
基
金
協
会
通
常
総
会
・
第
３
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

町
長
相
談
（
役
場
）

北
薩
地
域
保
健
医
療
圏
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
（
薩
摩
川
内
市
）

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

除
草
剤
散
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
い
さ
つ
（
町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
川
内
道
路
決
起
大
会
（
阿
久
根
市
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
太
陽
の
里
）

町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

小
学
校
水
泳
記
録
会
（
町
民
プ
ー
ル
）

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
販
売
反
省
会
・
次
年
度
対
策
会
議
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
（
鹿
児
島
市
）

土
地
改
良
連
絡
協
議
会
第
一
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i

　

n
長
島
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

 
生
ご
み
の
廃
棄
方
法 

～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　

町
で
は
、
近
年
の
人
口
減
少
数

に
対
し
て
、
家
庭
ご
み
の
総
量
は
ほ

ぼ
横
ば
い
と
な
り
、
町
民
１
人
当
た

り
が
出
す
ご
み
の
量
は
増
え
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
に
町
の
家
庭
ご
み

処
理
に
か
か
っ
た
費
用
は
約
１
億

円
。
年
間
約
１
６
０
０
㌧
の
ご
み
を

処
分
し
ま
し
た
。
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
で
、
収
集
運
搬
車
の
燃
費
や
ご

み
の
焼
却
処
分
費
の
削
減
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。　
　
　

　
１
日
に
町
民
１
人
当
た
り
の
出
す

ゴ
ミ
の
量
は
約
４
５
０
㌘
で
す
。

　
１
日
60
㌘（
卵
１
個
分
）
を
目
標

に
ご
み
の
減
量
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。】

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
内
、

約
40
％
は
生
ご
み
で
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
水
分
で
、
約
80
％
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
ご
み
の
嫌
な
臭
い
の
原
因
は

雑
菌
が
生
ご
み
を
分
解
す
る
時
に

発
す
る
物
質
が
原
因
で
、
栄
養
と

水
分
、
温
度
、
更
に
薄
い
酸
素
の
状

況
が
揃
え
ば
臭
い
が
発
生
し
ま
す
。

　
臭
い
と
ゴ
ミ
の
重
量
を
抑
え
る

た
め
に
水
分
を
よ
く
切
っ
て
廃
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
の
水
切
り
方
法

①
濡
ら
さ
な
い

・
野
菜
の
皮
は
洗
う
前
に
む
き
ま

し
ょ
う
。

・
余
分
な
水
分
を

吸
収
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
乾
い
た
ま

ま
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
ま
し
ょ
う
。

②
絞
る

・
水
切
り
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
て
、

水
切
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
乾
か
す

・
比
較
的
ニ
オ
イ
の
少
な
い
生
ご
み

（
野
菜
く
ず
や
果

物
の
皮
、
コ
ー
ヒ

ー
が
ら
や
テ
ィ
ー

バ
ッ
グ
な
ど
）
は

乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

414

426 423

439 440
445

451

390
400
410
420
430
440
450
460

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

一日当たりの一人分のごみの量（ｇ）
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現
況
届
な
ど
の
提
出
を
お
忘

れ
な
く

　
町
で
は
、今
年
度
の
手
当
の
受
給
資
格
を

確
認
す
る
た
め
、対
象
者
に
次
の
書
類
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、

受
給
資
格
が
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、期
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ひ
と
り
親
家
族
医
療
更
新
書
類

・
受
付
期
限

　
８
月
23
日（
水
）

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
資
格
者

認
定（
更
新
）申
請
書

②
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証

③
健
康
保
険
証（
受
給
者
・
児
童
全
員
分
）

④
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
申
告
書

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〇
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

・
受
付
期
限

　
８
月
23
日（
水
）

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
現
況
届

②
児
童
扶
養
手
当
証
書

③
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
申
告
書

④
別
居
監
護
申
立
書（
児
童
と
別
居
し
て
い

る
か
た
）

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

・
受
付
期
限

　
９
月
12
日（
火
）

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
所
得
状
況
届

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

③
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〇
各
種
提
出
先

・
役
場
福
祉
事
務
所

・
役
場
指
江
支
所
総
合
管
理
課

【
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！
全
力
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み
の
臨
時
窓
口
が
町

役
場
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
現
況
届
提
出
の
際

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
臨
時
窓
口
開
設
日
時

　
８
月
16
日（
水
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み（
出
水
公
共
職
業
安

定
所
）☎（
62
）０
６
８
５

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど

の
中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験　
　
　
　
　

　

病
気
や
、や
む
を
得
な
い
理
由
な
ど
に

よ
っ
て
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
子

ど
も
に
対
し
て
、高
等
学
校
入
学
に
関
し
、中

学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
試
験
で
、合
格
し
た
者
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
受
験
資
格

　
次
の
①
～
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た
が
受
験
で
き
ま
す
。

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
者
ま
た
は

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
者
で
、令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な

る
者

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
ま
た

は
免
除
を
受
け
ず
、か
つ
、令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す
る
者
で
、そ
の
年

度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な

い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め

た
者

③
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳
以
上

に
な
る
者（
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
も

含
む
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
者

（
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
も
含
む
）

〇
試
験
科
目
・
日
程
・
場
所

・
中
学
校
の
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

英
語
の
５
教
科

・
10
月
19
日（
木
）

・
鹿
児
島
県
庁（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
１
号
）

〇
出
願
期
限
　

9
月
１
日（
金
）※
当
日
消
印
有
効

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
推
進
課
認
定
試
験
第

二
係（
東
京
都
千
代
田
区
霧
が
関
3
丁
目
２

番
２
号
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
義
務
教
育
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
２
９
８

「
エ
コ
ふ
ぁ
み
」で
環
境
に
や
さ

し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

　
環
境
に
や
さ
し
い
行
動
に
よ
り
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
る
と
、特
産
品
が
当
た
る
抽
選
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
行
動
例

・
環
境
に
や
さ
し
い
行
動（
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
や
、

食
べ
残
し
を
し
な
い
な
ど
）を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・
家
庭
で
の
エ
コ
活
動（
電
気
使
用
量
や
ご
み

の
減
量
な
ど
）を
記
録
す
る

・
環
境
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

・
エ
コ
ふ
ぁ
み
協
賛
店
を
利
用
す
る　

※
あ
な
た
も
、「
エ
コ
ふ
ぁ
み
」を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
、楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
や
さ

し
い
生
活
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
環
境
林
務
課
地
球
温
暖
化
対
策
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
８
６

C

 

O
２
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
り
組
み

　
10
月
の「
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大

会
」で
発
生
す
る
C

　

O
　

２（
二
酸
化
炭
素
）を
オ

フ
セ
ッ
ト
し
て
、「
地
球
に
や
さ
し
い
大
会
」

と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
省
エ
ネ
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
提
出
い
た
だ
い
た
か
た

の
中
か
ら
抽
選
で
、特
産
品
や
国
体
グ
ッ
ズ

が
当
た
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
環
境
林
務
課
地
球
温
暖
化
対
策
室

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
８
６

か
ご
し
ま
で
素
敵
な「
出
会

い
」を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

　
か
ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
男
女
の
た

め
に
、会
員
登
録
制
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

〇
お
引
き
合
わ
せ
ま
で
の
流
れ

①
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
検
索
・
閲
覧

②
会
い
た
い
か
た
が
い
た
ら
、タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
お
引
き
合
わ
せ
の
申
し
込
み

③
相
手
か
ら
承
諾
が
あ
っ
た
ら
、サ
ポ
ー

タ
ー
が
日
程
調
整

④
日
程
が
決
ま
っ
た
ら
、サ
ポ
ー
タ
ー
が
同

席
し
、お
引
き
合
わ
せ

⑤
お
互
い
に
気
に
入
っ
た
ら
交
際
開
始

〇
申
し
込
み
方
法

　
次
の
Q

 

R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
８
０
０

先
進
医
療
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
の
ご
案
内

　
県
で
は
、不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、保
険
適
用
の
生

殖
補
助
医
療
と
併
用
可
能
な
先
進
医
療
を
受

け
る
ご
夫
婦
に
、医
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。（
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
開

始
し
た
治
療
に
適
用
）

〇
対
象
者

①
保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医
療
と
併
用
可
能

な
先
進
医
療（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
不

妊
治
療
関
連
の
技
術
）を
受
け
た
か
た
で
あ

る
こ
と
。

②
助
成
の
申
請
時
に
お
い
て
、夫
も
し
く
は

妻
の
ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
方
が
、鹿
児

島
県（
鹿
児
島
市
を
除
く
）に
居
住
し
て
い
る

こ
と
。　

③
生
殖
補
助
医
療
の
治
療
期
間
の
初
日
に
お

け
る
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

※
対
象
治
療
や
助
成
額
・
助
成
回
数
な
ど
詳

し
く
は
、次
の
Q

 

R
コ
ー
ド

か
ら
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
０
８
８

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
お
電
話
く
だ
さ
い

　
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル｢

１
８
９

(

い
ち
は
や
く)｣

へ
か
け
る
と
、お
住
ま
い
の

地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
電
話
番
号　

｢

１
８
９｣

(

い
ち
は
や
く)

・
受
付
時
間　
３
６
５
日
、24
時
間
対
応

・
通
話
料　
　
無
料

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
一
部
の
I

 

P
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
９（
２
６
４
）３
０
０
３

　
北
部
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
９
６（
21
）３
１
５
０

　
県
子
ど
も
家
庭
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
７
１
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６/ 28
（水）

七夕飾り、手作りの贈り物

七夕飾りの前で記念撮影

高齢者体験とそれを介助する生徒ら

起工式の神事

　６月 28 日、川床いきいきサロン「すずめの学校・
和・笑クラブ」が町社会福祉協議会を訪問し、七
夕飾りを贈呈しました。　
　これは、7 月 7 日の七夕に合わせて、同サロン
が毎年行っている活動の一環で、会員全８人で手
作りしました。
　施設利用者の長嵜チリエさんは「サロンには、
いつもお世話になっている。今回の七夕飾りもう
れしい」と笑顔で話し、サロンの代表阿多松江さ
んは「この施設を利用する人に喜んでもらえたら」
と思いを述べました。

　6 月 29 日、川床中学校 （西元ひとみ校長・47
人）が社会福祉協議会と㈱カクイックスウィング
の職員を講師に招き、福祉体験学習を開催し、
高齢者の疑似体験と介護体験が行われました。
　石田夢

ゆ づ き
月さん（2 年）は高齢者の疑似体験で「体

が思うように動かせず、視界や聞こえが悪くなっ
た」と高齢者と自身の状態との違いを理解し、
今回の学びから「今後は高齢者に対して、聞き取
れる声量で話したい。段差などの危険があれば手
を差し伸べたい」と話しました。同協議会の小城
睦佳さんは「地域共生社会を目指して、高齢者

の気持ちを考えて行動できるようになってほしい」
と思いを述べました。

喜んでもらえたら

川床中学校で福祉体験学習

子ども第三の居場所起工式

６/29
（木）

6/30
（金）

地域共生社会を目指して

地域に愛される拠点に
　6 月 30 日、「子ども第三の居場所」建設工事の
起工式が獅子島片側地区で行われました。
　同拠点は、放課後、子どもたちが大人の見守り
の中、安心して学習や交流をする場で、子どもた
ちが将来に向けて、自信とやる気、思いやりやコ
ミュニケーション能力などの生き抜く力を身につ
ける支援を実施します。
　川添町長は「獅子島の子どもたちの居場所がよ
うやく実現できうれしく思う。地域の皆さんに愛
される拠点となってほしい」とあいさつしました。
　同拠点は令和５年 12 月末に竣工、令和６年２

月に開設予定。地域からは子どもたちのより良い
育成のため期待が寄せられています。
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７/３
（月）

第 73 回社会を明るくする運動 メッセージを伝達する濵田保護司（写真中央）

　7月 3 日、犯罪や非行をした人たちの更生に
理解を深める「第 73 回社会を明るくする運動」
のメッセージ伝達・広報出発式が、町役場ロビー
でありました。
　これは運動強化月間である７月に毎年行われて
いるものです。
　当日は、出水保護区保護司会長島町支部の兒
玉誠保護司が内閣総理大臣から、濵田照幸保護
司が県知事からのメッセージを川添町長へ伝達し
ました。
　同支部の山角美治支部長は「犯罪や非行のな

い安全で明るい地域社会を築くため、推進委員
会の皆さんからのさらなるご理解とご協力をお願
いします」とあいさつしました。

明るい地域社会を築く

６/５
（月）

変形して育ったナス

重い流木を集める会員ら

　７月１日、林智美さん（城川内）の家庭菜園で、
変形したナスが採取されました。
　丸々と太ったナスには、細長く成長した突起が
あり、ヘタの部分も相まって見た目は、人の顔の
ように見えます。鼻に見える部分が長い事から林
さんは「まるで、てんぐのようなナスが取れた。
てんぐにならないようにとの戒めのためかな」と
喜びの表情でした。
　このナスは焼きナスで食卓に並び家族を笑顔に
していました。

家庭菜園の変形野菜

町建友会が清掃ボランティア

７/１
（土）

７/３
（月）

畑にてんぐが！？

安全に楽しんでもらえるよう
　７月３日、長島町建友会が小浜海水浴場とあづ
ま海水浴場周辺の清掃ボランティア活動を行いま
した。
　この活動は、例年行われており、きれいな海岸
を保つために会員 34人が作業に励みました。
　梅雨時期と重なり、蒸し暑い中会員らは、道路
や駐車場まで伸びた木の伐採、砂浜の整備に汗を
流しました。
　同会の木場盛二会長は「訪れた人が安全に楽し
んでもらえたら」と清掃ボランティア活動の目的
を話しました。
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　７月５日、長島町商工会女性部（部長・坂口るみ）
が、日本ジビエ振興協会の藤木徳彦代表理事（長
野県）を講師に招き、野生鳥獣肉（ジビエ）に関
する講演と試食会を開催しました。
　この日は、町商工会会員や町猟友会会員など約 50
人が参加。講習会では藤木さんから、ジビエの利点
と処理施設営業の難しさなどの説明がありました。
　イノシシ料理の試食では、町の島ミカンポン酢
を使ったすき焼き風うどんやジャガイモと肉団子
入りのシチューの２品が出され、参加者らはジビ
エ料理を堪能しました。
　参加した猟友会員の中内健太郎さん（矢堂）は
「普段はイノシシを獲る専門だが、ジビエとして
活用することで町の資源になることが勉強になっ
た」

と理解を深めるとともに「きちんと処理されたジ
ビエは美味しかった」とジビエ料理のおいしさを
再発見した様子でした。

７/ ４
（火）

手引きと手帳を贈呈

手引きを手渡す岩重支部長（写真左）　7月４日、（公財）日本公衆電話会から「災害時
連絡方法の手引き」と「こども手帳」が贈呈されま
した。
　手引きには、災害緊急時における公衆電話の利用
方法などが、こども手帳には、事故や犯罪から自分
を守る行動などが掲載されています。
　鹿児島支部の岩重俊一支部長は「ぜひ、町民の安
心・安全にお役立てください」とあいさつし、川添
町長は「町のさらなる安心安全のため、これらを活
用させていただきます」とお礼の言葉を述べました。

安心・安全に役立てて

ジビエ料理を堪能する参加者

ジビエ講習会
きちんと活用して資源に

講演会の様子（写真右：藤木代表理事）

７/５
（水）

ジビエ料理の振る舞い
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７/8
（土）

小中学校管理職講演会 壇上に立つ水島課長

　7月 8 日、役場指江支所で県教育庁義務教育
課の水島淳課長による、管理職の立場から児童
生徒らの教育環境が向上することを目的とした講
演会が開催されました。
　この日は、町内の小中学校の管理職である、
校長・教頭らが参加しました。
　デジタルを活用した適正な教育方法とこれに伴
う管理職の取るべき方策や子どもの非認知能力
育成の重要性などの講義が行われました。
　参加者を代表して長島中学校の石垣健二校長
が「本日の学びを持ち帰り教職員と共有して、理

解を深め、今後の教育に生かしていきたい。本日
はありがとうございました」とお礼の言葉を述べ
ました。

より良い社会を作る

演劇に集中する子ども達

好きな本を手にする児童ら

　７月３日～５日までの３日間、獅子島アイランド
センター、開発センター、町文化ホールで、一般
社団法人劇団さんぽ（福岡県）による第 26 回長
島町子ども芸術劇場が開催されました。
　これは、町内の未就学児を中心に芸術への親
しみを育むために例年行われており、各会場に
は多くの来場者が訪れ盛り上がりを見せていまし
た。
　今回の題目は「オオカミ君のパン」で、動物た
ちが住む森でオオカミ君がパン屋を開業するス
トーリー。同劇団の藤井美幸さんは「演劇をとお

して子どもたちに自分らしく生きることの大切さ
を学んでもらえたら」と話しました。

第 26 回子ども芸術劇場

マルイ農業協同組合が寄贈

７/３
（月）

７/６
（木）

親しみ、芸術から学ぶ

より良い図書館へ
　7月６日、鷹巣小学校（田畠正英校長・197人）
にマルイ農業協同組合（出水市・高松信吾代表）
が行っている図書寄贈事業「マルイふるさと文庫」
の贈呈がありました。
　図書委員会委員長の小川凛

りんと
人さん（６年）は「本

は、私にとって大切な存在。今回いただいた本も
面白そうな本ばかりでワクワクしています。大切
にして、多くの児童に読んでもらえるように努め
ていきたいです」とお礼の言葉を述べました。
　これは、同組合が企業のあり方を考えながら地
域に貢献していくことを目的に行っており、町小

学校への寄贈は３年目を迎えます。今年度は蔵之
元小学校にも寄贈され、今回で町内全ての小学校
に寄贈されたことになります。
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川床小学校着衣水泳教室 田代先生の話を真剣に聴く児童ら

　7月 8日、川床小学校（黒川周一校長・103人）
で全児童を対象とした着衣水泳教室が低・中・高
学年の 3時限に分けて開催されました。
　1校時は中学年の児童が学び、田代裕太郎教諭
が最初に「水の事故から命を守る大事な 1時間に
なるので、救命のためにどのような行動をとれば
良いのかをしっかり学びましょう」と授業の目的
を３・４年の児童らに伝えました。
　授業では、着衣泳の体験やペットボトルを使っ
て水面に浮く方法などを学び、尾崎佑

うきょう
匡さん（4年）

は「服を着て水に入ったら普段の 2倍重かった。
ペットボトルで浮くコツは力を抜くこと。万が一
の水難事故の際には今日習ったことを生かしたい」
と授業から大切なことを学んだ様子でした。

水難事故の対処法を学ぶ
７/８
（土）

浮くコツをつかんできた児童

獅子島地区タイムライン作成
集落ごとにタイムラインを作成

　7月 9日、獅子島アイランドセンターで、一般
財団法人消防防災科学センターによる地域版タイ
ムライン作成研修会が開催されました。
※地域版タイムラインとは、各組織が動きや流れ
を互いに把握し、個別に活動していた組織をまと
める仕組みづくりです。
　研修は、災害時に各組織の連携を深めることを
目的に、消防団員や民生委員、婦人会、役場職員
などが参加しました。
　今回の研修を通して、災害警戒レベルに分けた
組織の役割分担を明確にしておくことで、災害時
のスムーズな対応が図れ、防災減災につながり、
より多くの人を救助できる仕組みが試行版として
整いました。
　参加した獅子島分団長の小田保彦さん（片側）
は「災害時に備えて各組織が一同に集まり、連携
を深める良い機会だった。今後の消防団活動に生
かしたい」と話しました。

防災減災は事前に
７/９
（日）

研修会の様子
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　7 月 10 日から 14 日の 5 日間、第 18 回自治公
民館対抗バレーボール大会がありました。
　本大会は、町民の健康増進と健全な自治公民館
づくりを目的としています。
　今回は、22 の自治公民館から 24 チームが参加
し、Ａパートの９チーム、Ｂパートの 15 チーム
が熱戦を繰り広げました。予選を行い、上位２チー
ムが決勝トーナメントへ進出。決勝戦では、互い
に一歩も譲らず白熱した展開になりました。
　結果は次のとおりです。

A パート
優　勝　赤崎　
準優勝　福ノ浦　　
３　位　山中 　
　　　　薄井 A

唐隈自治公民館

公民館対抗バレーボール
熱戦繰り広げる

赤崎自治公民館

７/10
（月）

７/９
（日）

令和５年度普通救命講習
緊急時に備えて

　７月 9 日・11 日に東分遣所で、普通救命講習
を開催しました。
　当初は定員 20 名で 1 日だけの募集でしたが、
多数の応募があり 2 日間に分けて実施し、全 38
人が参加しました。
　講習では、応急手当の重要性や心肺蘇生法、自
動対外式除細動器（AED）の使用方法などの一次
救命処置について学びました。
　また夏本番に向け、プールで児童が溺れたこと
を想定した訓練も実施し、受講者らは、AED の使
用法や一次救命処置などの実習を熱心に行いまし
た。

　本講習を受講することで、緊急時に対応しやす
くなりますので、次回開催にも多数の応募をお待
ちしております。

AED 講習を真剣に行う受講者

B パート
優　勝　唐隈　　
準優勝　幣串　　
３　位　火ノ浦 　
　　　　田尻
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運転のシミュレーションを行う参加者

慎重にゲートを狙う選手

　７月11日、川床コミュニティーセンターで交通
安全教育指導員（さわやか号）による高齢者免許
講習会が開催されました。
　この日は、川床高齢者大学の生徒が参加しま
した。講習では、専用の機器を用いて自動車の
運転や横断歩道を横断するシミュレーションなど
が行われました。
　自動車の運転シミュレーションを体験した石橋
タミさん（川床下）は、「危機管理能力の向上につ
ながる。参加して良かった」と交通安全の意識を
高めた様子でした。

　

高齢者免許講習

ゲートボール大会

７/11
（火）

７/13
（木）

さわやか号で事故防止

唐隈老人クラブ優勝
　７月 13日、町総合交流ターミナルセンターで
町老人クラブ連合会主催のゲートボール大会が行
われました。
　本大会は同クラブの活動の一環として、高齢者
の体力維持向上と健康保持増進を図り、健康寿命
を延ばすことを目的としています。　
　当日は、町内の老人クラブから３チームが出場
し、日頃の練習の成果を競いました。
　大会の結果は次のとおりです。 優　勝　唐隈老人クラブ

準優勝　指江老人クラブ
３　位　母良木老人クラブ

７/12
（水）

海水浴場で海開き

穏やかな海に安全を祈願（あづま海水浴場）　7月12 日と15 日、小浜海水浴場とあづま海
水浴場で海開きに合わせて安全祈願の神事が執
り行われました。
　いよいよ夏本番を迎え、４年間中止していた町
の海辺のイベントが多く開催されます。
　それぞれの神事には、町観光協会や周辺の公
民館長、関係者などが出席し、海の無事故無災
害を祈願しました。

海の安全を祈る
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・
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月
日

　
平
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12
年
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14
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・
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観
劇

・
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これからの計画を提案する長谷川さんこれからの計画を提案する長谷川さん
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自分と家族の生前の整理と
手続き

税金で買った本

編集：小俣 孝一 著：ずいの

生 前 整 理 の ス タ ー ト は 50 代 60
代 か ら が 適 齢 期。 自 分 と 家 族 の
ために取り組もう！

久しぶりに図書館に訪れたヤン
キーな石平くん。
なぜか、図書館で働くことになっ
てしまう…のです。
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顔
面
上
下
肢
熱
傷
長
崎
に
て
と

冬
物
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
抜
ぎ
て
身
軽
な
り

町立 指江図書館　☎ 0996-88-5651 町立 鷹巣図書館　☎ 0996-86-1121
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▽
先
日
、
同
僚
と
２
人
で
夜
釣
り
に

行
き
ま
し
た
。
お
も
り
と
針
と
餌
を

付
け
る
だ
け
の
単
純
な
仕
掛
け
で
、

竿
先
に
は
鈴
を
付
け
て
待
つ
釣
り
に

な
り
ま
す
。
簡
単
に
釣
れ
る
だ
ろ
う

と
、
安
易
な
気
持
ち
で
開
始
し
た
本

日
の
釣
行
は
、
魚
か
ら
の
反
応
が
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
２
時
間
ほ
ど
経
っ
た
そ

の
時
に
突
如
「
リ
ン
リ
ン
！
」
と
鈴

が
鳴
り
ま
し
た
。
足
場
を
整
え
て
一

気
に
竿
を
振
り
上
げ
ま
し
た
。
が
、

手
ご
た
え
は
無
し
、
餌
は
カ
ニ
に
か

じ
ら
れ
た
様
な
跡
が
残
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
１
時
間
ほ
ど
粘
り

ま
し
た
が
制
限
時
間
と
な
り
、
結
果

を
残
さ
ず
に
納
竿
し
ま
し
た
。

　
帰
り
際
、
同
僚
か
ら
「
惜
し
か
っ

た
で
す
ね
」
と
過
大
評
価
な
慰
め
の

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
私
は
「
惜
し
か
っ
た
で

す
ね
」
の
言
葉
を
反は
ん
す
う芻
し
な
が
ら
眠

り
に
つ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西　
洋
介
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〇開催日時
・８月 20日（日）
・17:00 ～ 20:00
〇開催場所
・長島町文化ホール　
　　　　　　駐車場
〇問い合わせ先
・町商工会
☎（86）0209

第 23回　夏まつりチビッ子広場　開催！
　小さなお子さんから楽しめる夏祭り。楽しい屋台のほか、ステージイベント
やお楽しみ抽選会もあります。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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６

２４ ２５ ２６

8/28 8/29

１６

２８

8/30 8/31

２７ ２９ ３０

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）
◎特定健診・胃がん検診等

（川床コミュニティーセン
ター）

◎特定健診・胃がん検診等
（保健福祉センター）

○長島クリニック 88-6405
○ 楠元内科医院 62-8600
○ 山田クリニック 72-0420
○ 福田クリニック 79-3775
○ 宮薗歯科医院 73-3222
□ さすえ薬局 88-6011
□ ポポロ薬局 63-4630
□ よつば薬局 79-4331
□ さくら薬局 63-7700
◇ キッズクリニック 63-7707

◎特定健診・胃がん検診等
（平尾老人憩いの家）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診等
（蔵之元自治公民館）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
◎特定健診・胃がん検診等

（旧汐見小学校）

◎特定健診・胃がん検診等
（文化ホール）

○鷹巣診療所 86-0054
○ 来仙医院 84-2005
○ 山田クリニック 72-0420
○ 福田クリニック 79-3775
○ 橋口歯科医院 63-2330
□ 長島調剤薬局 64-5555
□ スマイル薬局 84-2430
□ よつば薬局 79-4331

 □そうごう薬局 64-8161
◇ 出水総合医療センター 67-1611

◎特定健診・胃がん検診等
（平尾老人憩いの家）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
◎特定健診・胃がん検診等

（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月検診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇ろばカフェ

○ 市川医院 63-3151
○ 北国医院 72-0016
○ 福田クリニック 79-3775
○ 丸山歯科医院 68-1911
□ 第二緑調剤薬局 63-1177
□ 上野薬局 72-1016
□ 出水マリンバ薬局 63-8601
◇ にのみやこどもクリニック 62-0167

敬老の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○平尾診療所 88-2595
○ 吉井整形外科内科中央病院 62-8111
○ 阿久根眼科 72-0040
○ 楠元内科医院（歯科） 79-3351
□ マリン薬局 63-6678
□ 高松薬局 73-4002

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

秋分の日

○鷹巣診療所 86-0054
○ クリニック、なかむら 62-0241
○ 脇本病院 75-2121
○ 金子歯科医院 63-2150
□ 長島調剤薬局 64-5555
□ ふれあい薬局 63-3070
□ 三文字薬局 75-0073

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診等
（保健福祉センター

○ 広瀬産婦人科医院 62-1559
○ 林胃腸科外科 73-3639
○ 福田クリニック 79-3775
○ 太田歯科クリニック 84-4700
□ トクモト薬局 62-0998
□ 会営薬局阿久根店 72-5060
□ そうごう薬局 64-8161
◇ 出水総合医療センター 67-1611

●９月 23日は秋分の日です。
　秋分の日は「先祖を敬い、亡くなった人びとをしのぶ」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月 18日は敬老の日です。
　敬老の日は「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」ことを
趣旨としています。
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